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この一年間に観た舞台を振り返って、そこから何かを考え直すと
いうことをしなければならないのだが、今までは先を急ぐばかりで、ゆっくりとそういう作業をしたことがなかったの 、具体的にどう処理すべきなのか、はたと困惑して る。
今年もこの一年間（〇六年十月～〇七年九月）に、約百四十本の
舞台と幾らかの映画を観た。約 いうのは同じものを複数回観たり、観た映画の本数を正確に除いて勘定していないから 。
しかも東京やその他 各地で観た舞台や外国から来たものやら
商業演劇から地元の文化運動のも 、そしてサーカスやマッスルミュージカルなどというものまで、好奇心の赴くまま実に雑多で無節操な観劇体験である。
しかしそれもステージ・パフォーマンスという一括りで紹介して
みようと思ったが、すべての作品を書き出すのは物理的に無理 ので、北海道で観たものに限定して自分が好きな舞台を選んでみることにしたい。また札幌や旭川でももちろん、そ ほか各地でも僕の観られなかった舞台も くさんある 、しょせん恣意的で偏った観方になるのを承知の上 という前提 書いて くことに る。
一つの劇団は原則として一つの舞台に限定しないと文字数の制限
を越えるので、選別する に時間が掛かった。
この一文は、私が観劇の記録としている季刊『続・観劇片々』と
いう演劇随想個人誌から抜粋して再構成したものであるが、これは札幌の劇団「シアター・ラグ・２０３」のホームページにコーナーを作って戴いて同じものを公開している。
〇六年十月一日に『マカレモノ』を観る。
ff男盛りレコーズ
 第一
回公演で、作・演出は岩尾亮である。
道南のある架空の街の、川に囲まれた中州の土地、原子力発電所
がある桜地区に所在する金子リサイクル商会は、何やら怪しげな雰囲気だ。どうもまともに仕事をしているような気配が感じられない。
最初は極めて日常的なのだが、社長の金子（赤坂嘉謙）は得体が
知れない感じだし、突然異常な行動に出る。二人の従業員（岩尾亮・谷川登）はこれまた異常に従順だ。
そこへ新しいコミュニティ 成立条件について論文を書くと言う
ふれこみで、一人の若者・学生（岩田雄二）が訪れて、彼がここ訪れて三日目から、この芝居が始まることにな 。
従業員の一人（谷川登）は、子供のころ親に虐待されて金子に拾
われたという境遇だ。学生 その経緯についても何かを調べて るらしい。このあたりサスペンス調 予感を期待させながら、謎は謎のまま少し調子の狂った日常が進めら る
原子力発電所の操業停止による補償金で暮らす金子たちは、そ
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制度を巧く利用して碌に仕事もせず適当に暮らしているという社会的な矛盾と、しかし尚、放射能の被害に怯えて過敏になった神経による閉塞感と焦慮という物語だ。
さらに児童虐待という、これも一つの大きな社会的テーマ。その
二つのテーマを絡めて 緊迫 た好舞台を展開する、
金子と若者の刃傷事件 暴力沙汰の舞台表現が、実にリアリ
ティに溢れ、刃物を振り回しての大立ち回りは緊迫し、彼らの持って行き場のない、どうしようもない感情の爆発は、最前列の客席に座った僕には、いつ僕に向かって来る かも知れないという恐怖さえ覚えたほどであった。
軽妙で重厚な社会派悲喜劇として、物語の進展といい舞台上で起
きる現実感といい、全く目の離せない二時間であり、最も評価したい舞台の一つであった。
マリ☆ナイト００３『夜の水』 は、 コンテンポラリィダンスである。
構成・演出は、福村慎里子（マリ改め） 。十月六日。
劈頭、真っ暗な舞台、無音の中、上手袖から一筋 光を受けて真っ
赤な毛糸玉が転がり出る。その糸を踏むよう 女（福村慎里子）が出る。舞台中央に来た女は、その糸 戯れるような手遊びのような踊りのような動きと、昔の女の子の手遊びである綾とり遊びのような動きをしばらく愉しむように踊 、というよりも遊ぶような感じは幼女のイメージか？
やがて、濃いグリーンの絵の具を持った男（杉吉貢）が出て、女
の腕に葉脈のような絵柄を描き込 。それ 葉脈であると同時 人体模型の静脈の様でもある。
やがて女は、黒くて薄 衣装を徐々に脱いでいくと、それに従っ
て裸体の背中から太腿・臀部と全身に、葉脈であり静脈でもある濃
緑の模様が次々にゆっくりと描かれていく。
時々、背景の紗幕を通して赤い糸を林のように張る別の男（柳川
友希）が透かして見える。舞台上の赤い毛糸と、背景に時々見えるその赤い太い糸は、動脈の象徴なのだろう ？
全身にグリーン模様の描き込みが終わると男は突然、今度は真っ
赤な絵の具を含ませた太筆で、 女の肩先から斜めに脇腹に掛けてバッサリと切り込む。
それはまさにバッサ と一太刀を浴びせ、血を噴出させたような
感じだ。だがそれは女の死であると同時に、女の心臓 肺にかけての大動脈を創生したというような、矛盾したというか、人間の死から生へと逆転する一瞬 イメージでもあった。
それまで、むしろ受動的で動きも小さく少なかった女が、その瞬
間から大音響 ロックの ズムに乗って生まれ変わったように全身全舞台を使って踊り狂う それは生命 再 あり生の歓喜な か？
今回の舞台は、前回の『マリ☆ナイト』と一見同じように見えな
がら、今度の舞台ではほとんど直接的 セックスのイメージは感じられない。
静と動、死と生 対比という感覚が、グリーンと赤の象徴で浮き
上がったという印象であった。
さて次は現代における集団組織の喜劇化である。ヨーロッパ企画
『ブルーバーズ・ブリーダーズ』十月二十一日、作・演出は上田誠。
なぜか世間に青い鳥ブームが巻き起こった。すかさずある広告代
理店がブロジェクトを組んで山奥へ青い鳥捕獲隊十一名を繰り出す。正規の捕獲隊五人（石田剛太・酒井善史・土佐和成・松田暢子・山脇唯）の他、医療と食料の後方支援バイトの女 子が二人（西村直子・富永茜） 、管理職が二人（部長の諏訪雅・マネジャーの中川晴樹） 、
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技術職の下請けが二人（永野宗典・本多力） 。しかも隊員の内の二人はプロジェクトリーダーとサブリーダーという中間管理職だ。このメンバー構成からして既に、皮肉を込めて組織というものの何物かを連想させる。
つまり、そのプロジェクトの本来の目的と離れた部分に、肥大化
した組織のための組織を作り上げて、無駄な仕事を増やして、一種の官僚組織ともいうべきものを養っ いく。
彼らは、青い鳥捕獲という第一目的から外れて、余分で無駄な仕
事を巡って、自分勝手なてんやわんやの大騒動が同時多発的に、エネルギッシュにしかも連続して息をつ せず繰り広げられる。
無目的・無秩序化された集団は、歯車の狂った社会構造と 無茶
苦茶な人間関係をシンボライズして、大笑い 内に苦笑い ふっと湧き出る。
客観的にはバカな奴らだと笑ってみていられるが、自分 ちがそ
うはならない、今の社会はそうではない 断言できな が苦さを感じるところだ……
そしてラストシーン 、青い鳥捕獲 いう誤報と うか、期待で
でっち上げられた偽情報によって駆けつけた社員たち（札幌在住の俳優たち三人）を追いかけるように、 「無能のくせに独裁者 あ 」とこの捕獲隊員たちに悪し様に罵られ いた、当 長がヘリコプターで来るシーン。
ただしこの肝心のバカ社長は現れず、空から轟音と共にヘリコ
プターの脚 縄梯子が降りて来るだけと うバカバカしいという人を喰ったというか如何にも演劇的で象徴的な場面ではあった ど……面白かった……
ヨーロッパ企画という劇団名には、何かヨーロッパに関するテー
マを思わせて、全く関係のない話をするのもとぼ て て面白い。
近松で死ぬ気で遊ぶ『遊戯祭
06』からは、現代化が巧くいって一
番面白く、最優秀賞作品になった、 『死にたいやつら』十一月一日、脚本・演出は弦巻啓太。
近松研究の大学教授 （温水元） の死後四十九日。身内の法要に突然、
弁護士（温水元・二役）が、故人が残した最愛の人に二億円の遺産を遺贈するという遺言書をもって現れる。
妻（知北梨沙）の前で、 妻の妹（吉江和子） 、 近松研究の女子学生（谷
藤夏紀） 、介護して たお手伝いさん（石川藍） 、同僚 アメリカ文学研究者（梅津学）までホモを名乗って、２億円の争奪バトルが繰り広げられる。
現実的には、遺言の信憑性を疑問視しないのが不思議だが、それ
も欲に絡んで盲目になったという解釈ができないでもない ……
最後に、この一件は妻が弁護士と仕組んだ愛人候補たちの化けの
皮剥がしと判るドンデン返しが面白い。雇われた弁護士が死んだ夫と二役をやるのと、それを仕組んだ妻の強かさが最後に分かってあぁそうなんだ 全てが了解される。
舞台装置の簡素で要を得た設え 面白かったが、演技 様式性を
超えるインパクトが欲しかった。このままでは洒落た風俗劇としての印象しかないであろう。
近松の作品とそれぞれの立場をくっつける物語の構成と、ラスト
のドンデンの面白さを買 。その他に女子学生 婚約者で渡邉ヨシヒロが出演。
イレブン☆ナイン第三回公演の『イージー☆ライアー』 十一月
十四日。作は納谷真大、演出は久保隆徳
誰でも緊急の場合、とっさに嘘を吐くことがある。それがとりあ
えず事態の混乱を回避する有効な手段と る場合もあ らだ
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結婚式前日に、昔の男（大山茂樹）が尋ねて来て男二人が鉢合わ
せし、とっさに今の男（水津聡）を兄だと偽り、昔の男を弟だとその場凌ぎの嘘をつき逃げだす女（松本りき） 。
その場に残った男二人は それぞれ互いに義理の兄であり弟であ
ることを了解 て、何の疑問も持たずに危ない橋を渡る。
男を選べない優柔不断というか どちらの男にも未練たらたらな、
この女の精神の象徴として、冒頭で結婚式場の支配人（久保隆徳）を相手に、披露宴 料理選びが出来ない女の滑稽さが描かれる。
この自分の意思で物事を選べない女の悲劇が、終始一貫この芝居
のテーマか？こんなどうしようもないバカ女に惚れた男に同情出来ないやと思ったけど 観ている内にリアリティを感じ出したから芝居は不思議だ。
これはこの役を演じる女にリアリティがなければタダのバカ女に
なって成り立たない芝居だ。観ている内に何故だか哀しく る芝居だ。笑っている内に自分を省みて哀しくなる芝居だ。苦味の強いコメディである。
ラストは、夫に裏切られた女の親友（久保明子）と新しい男のた
めに彼女を諦めた昔の男の、傷付いた者同士のブランコのシーンが幻想のようで美しか た 視覚的には確かに美しいが、長く垂れ下がったブランコの紐の描き出す幾何学模様が、如何にも人工的なのが観客に媚びているよう 少し気に った。
これで無事にトップシーンに戻って、ハッピィエンドかなと っ
たのに、最後 幸せを摑んだと思った女の元へ、ずっと昔の外人男が尋ねて来るという振出へ戻ったような衝撃的な終わり方であった。ただしこの外人は登場しません、玄関に現れたと う女の驚きのリアクションで幕というわけです。
一見その筋風の隣家の男（六条寿倖）が、コメディリリーフとし
て要所要所に登場し、盛んに怖がらせ笑わせていた。
さて次は私小説的戯曲か？『サボテンの体温』劇工舎ルートは
十一月十九日。作は赤玉文太。演出は高田学。
煮詰まった流行作家・南條雅人（伊藤裕幸）の書斎へ次々に現れ
る編集者・竹上（松下音次郎）や、中園（中村ミハル）たち。作家は逃げ回る。
そのドタバタのあとアシスタントと称する女・吾妻（我妻志保）
が現れる。 彼女は作家の電子器具つまりパソコン関係の技術のサポーターであるというのだ
ところが実はこの女性は、この作家のゴーストライターだったの
だ。作家が煮詰まった時、偶然、彼女が趣味で書いて居た原稿が編集者の眼に止まり流行作家・南條雅人 名前で売り出し大いに売れて以来、ゴーストライターになったのだった。
離婚の書類を取りに来た南條の妻・幸江（小川恵理）は、そのこ
とを知っていた。敏腕編集者である妻は、その後 作家の作品にうさん臭さを感じていたのだ。作家本人も当然悩んで逃避し いたのだった。
作家は俄然、パソコンを投げ捨てて原稿用紙と万年筆を広げ 熱
い熱情をぶつける。
書棚の上のサボテンは、かつて妻が贈った刺のある植物だったの
だ。それを眺める二人で幕……
この作品を書いた作者の私小説的な芝居だが、これは芸術作品
けの問題じゃなく、人間の生きるすべ の場面に起こり得る精神の岐路を表現している話として面白く魅せた。
惜しむらくは作家が新し 決意を示す時 いきなり原稿用紙に向
かって万年筆を走らせる場面だ。こんなにいきなり原稿が書けるの
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なら、何も悩む必要はなかっただろうにと思われる。
ゴーストライターの書いた作風ではない自分本来の作品が書ける
という この みは浅くなる。その辺の書き込みがやや浅いのが気になるが、自分の力とそれに真当しない評価 悩む人間の在り方をうまくコミカルに描いて面白い舞台に っていた。
エンターテインメントとシリアスとの融合のひとつの実験は一応
成功したと言えるが、作家と編集者 ゴーストライターと う題材が、一般的ではないのが受け入れられにくいのか却って興味が強くなるのか、きわどいところだ。僕は、物書きの苦悩としてみる 共感と興味と関心があったのだ ……
ここで面白い着眼点として、パソコ に疎い古風な作家より、時
代の先端をいく技術者の書く文章の方が売れてしまったという設定である。しかもそれが古風な作家の作品として、読者の高い評価を受けたという皮肉である。
おそらく作者は、そこを意図したかどうかは判らないが、僕はそ
こに作者の皮肉を込めた作為を感じてしまった であった。
地元・深川の劇団・ミュージカル工夢店が上演 た『ＵＲＵＣＨ
Ｉ８８』は北の元気舞台北海道舞台塾札幌招聘公演 二月十八日。作は菊地清大・寿福愛佳・高橋俊樹で演出は菊地清大。
〇三年に初演、昨年の再演を手直ししての札幌公演。地元の劇団
だから、僕はその二度とも観ている。
明治初期の北海道深川市のあたり……当時、北海道ではお雇い外
人技師の提言によって、気候と土壌の適さな 北海道では稲作は不適当であるとして禁止されていた。屯田兵は麦か大豆を作るべきとされていた。
そこで農作するために入植した屯田兵の中に稲作 試みる人達が
いた。彼らの稲作指向の理由はそれぞれではあったが、お上のお達しに逆らって稲作を続けることは大変なことではあった。
監視する屯田兵の中隊長、道庁で稲作推進派の窓際官吏、地元で
稲作に共鳴して陰に陽に助力する人たち、だがそ に反対する家族や昔の同郷人……
家族の問題や現代にも通用する軍事力の問題、それらの複雑で絡
み合う問題を含んで舞台は展開し、これらのサイドストーリィが巧く絡んで、いささか予定調和ではあるが面白く見せてくれる。
おそらくこの舞台は、初演から再演へと膨らみ変化し練られて成
長している。元の話が単なる地元深川の先祖の成功談ではなく 障害を乗り越えて行く人達の苦しい闘 の物語りであったので現代の物語りになり、それが再演・再々演になり得た要因なのであろう。
最大の欠点は、美術にある。衣装も問題だが、衣装にはそれなり
の意識が感じられる。それに対して舞台装置があまりにも稚拙だ。リアルならリアル 、象徴的なら象徴的に、そのポリシーがまるで感じられない。バラバラでともかく作ったみたいな装置は、創るという意識が感じ れなかった。
今度の舞台は、演技に纏わっていた余分な垢のような夾雑物 削
ぎ落とされて、すっきりと爽やかに締まった舞台になって たのが印象的であった。
それと不思議だったの 前回では監視する中隊長より謎 旅行
者（稲作推進派の役人）の方がインパクトが強かったの 、今回は逆転して中隊長の存在感が大きく たことであって、これは対立を際立たせる戯曲 核心を表現しているようだ。
演劇の魔力を描いたこまつ座『紙屋町さくらホテル』は二月二十
日。作・井上ひさ で演出・鵜山仁。
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広島に原爆が落とされた三ヶ月前の、 一九四五年五月広島市内「さ
くらホテル」 。当時、人気絶頂だった新劇の団十郎こと丸山定夫（＝木場勝己）と宝塚出身の新劇俳優・園井恵子（＝森奈みはる） 。二人はここを定宿として二人だけの移動演劇隊「さくら隊」を結成している。芸人たちを傷痍軍人や工場などを慰問する、そういう移動演劇隊が全国に展開されていたの 。
人数が足りないので、素人の参加者を募集している最中だ。ホテ
ルの名義人・浦沢玲子（＝前田涼子） 、実質上の経営者・神宮淳子（＝中川安奈）は日系アメリカ人のために名義人にはなれない。ピアノの巧い熊田正子（＝栗田桃子） 、言語学の教授で学生が居なくなったために方言研究に地方を回っている大島輝彦（＝久保酎吉）らが参加させられてレッスンを受けている。
天皇の直接密使として、戦争遂行の可能性を探るために全国巡回
の売薬販売人に扮している海軍大将・長谷川清（＝辻満長）は 偶然このホテルに寄宿する。
その意図を探り制止させる役目をもって、長谷川を付ける、傷痍
軍人と自称する陸軍大尉・針生武夫（＝河野洋一郎） 、 らに神宮を密着監視する役目をもってこ ホテ に入り込む特高刑事・戸倉八郎（＝大原康裕） 。
この様々な階層を網羅する九人が、それぞれの身分を隠したりぶ
つけたりしながら、徐々に演劇の魅力 取り込まれていく……もちろん男たちには秘密の役目が厳としてあるから、中々すんなりと入り込めない。
だが単純な戸倉は、反発も大きいが入り込むと才能を発揮 たり
する。そこに理屈では割り切れない演劇 面白さ、不思議な魅力があることが語られる。 「乞食と役者は三日やったら辞め ない」という俗説の真髄であろうか。
この「権力」と「自由人としての演劇人」とのバトルと、演劇の
持つ魅力に惹き込まれていき、遂にその魔力に取り込まれていく展開は、三谷幸喜の傑作戯曲『笑いの大学』に共通するモチーフと魅力がある。
もちろんこの芝居の本質的な核心は、戦争のもつ破壊的な人間心
情崩壊の恐ろしさであり、直接に原爆の恐ろしさ、被害の悲惨さを表現したものではないけれども、演劇のもつ自由な楽しさ悦びを表しつつ静かに怖さを感じさせられる三時間であった だ。
浪漫派的な政治劇はＴＰＳ三月二十二日『虹と雪のバラード』作
･
演出は斎藤歩。物質的にと同時に、
精神的にも発展途上の意気が高揚した時代、札幌では冬季オリンピックが開催され、そのテーマ曲『虹と雪のバラード』の一節「街ができる、美しい街が～」という、作者 斎藤歩が「健全で爽やかな理想」を感じたという一九七二年……それから三十五年、果たして札幌はどうなっているんだろうか？という物語。
TPS「虹と雪のバラード」
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新ひだか町から昆布の束をリックに背負って、居なくなった妹を
探すために札幌の街を彷徨う漁師の青年（＝川崎勇人） 、この新ひだか町という町名も実は居なくなった妹（＝内田紀子）が勤めるラーメン屋の店主（＝宮田圭子）が当日パンフで語っているように、変な政治の悪産物を象徴しているようだ。
街角では、ロシアの民芸人形マトリョーシカにロシア産の電子楽
器テルミンが仕込まれ マトリョーミンとい 楽器を使う女占 師（＝山口清美）が、しがないサラリーマン（＝木村洋次）からぼったくっていたりする。その家出した母親・占い師を説得に来る息子（＝永利靖）も同じくマトリョーミン 演奏 いる。マトリョーミンは不思議な楽器だ。弦もキイもなく手 かざ 動かすだけで哀愁を帯びた幻妖な音を出す。
彼らを過激派のテロリストと見て追っている、 国家警察の刑事（＝
林千賀子）と部下の刑事（＝岡本朋謙） 。マンホールから現れる怪人・マタギ（＝高田則央） 。
この街角の女占い師とサラリーマン、それに絡む尋ね人を探す青
年漁師のシーン、マンホールから現れる怪人のシーン どは昔の状況劇場を想いださせる雰囲気が強く、ローマン調で僕 好きな場面だ。
実は、青年漁師以外はすべて中央集権の悪しき専制を糾弾する反
権力の隠れた闘士たちで、妹も例外ではない。 と彼らの追いけっこは、荒唐無稽のドタバタギャグの応酬で汗だくの熱演
僕はこの手の作劇は好きな方だが、残念なのは、権力側の描き方
が余りにも生で嘘くさいことだ。意図してマンガチックに誇張して描いたのかも知れないが、もっと怖さを感じさせる方法はなかっただろうか？
この世界の実情をよく分からずに、〇七年 現実に希望 失って
素朴な故郷へ帰る青年漁師の後姿に、 演じる川崎勇人の後姿が重なって好演を印象付けた。
エンドレスな虚無の世界を見せる『野獣郎見参』四月十三日。作・
中島かずき。脚色・演出は佐藤紫穂。
大阪の劇団☆新感線という劇団が、中島かずき・作、いのうえひ
でのり・演出という作品 専門に次々に上演し、 「いのうえ歌舞伎」と呼ばれて最近とても人気が高い。
今年の正月には『朧の森に棲む鬼』という その「いのうえ歌舞伎」
を始めて観た。ものすごい莫大な仕込み費を掛けた絢爛豪華な舞台だが、内容は人間の「業」を徹底的に抉り出した虚無的で絶望的な話である。詳しくは前
16号で紹介している。
この『野獣郎見参』も似ている。中島かずきの戯曲を札幌の演劇
人が大勢集まって創ったわけだが、さすがに本物のように莫大な仕込み費を掛けるわけにはいかず、こじんまりとした作りになったのは止むを得ないだろう。だが、本火・本水が使えないのは「 のうえ歌舞伎」の大きな魅力 著しく殺ぐ
同じように莫大な仕込み費を掛けて壮大な舞台を創る市川猿之助
の「スーパー歌舞伎」と一見似ているようだが、 「スーパー歌舞伎」はその話の内容が、人間の存在と未来 対する向日的な志向が強く感じられ、そこが「いのうえ歌舞伎」との根本的な違いではないかと思われる。
さて今日の舞台。平安時代 絶 権力を持った陰陽師 安部晴
明の末裔同士の権力争いの真っ只中へ、野獣郎（＝梅津学）という単に強いだけで人間味も頭脳も持たないまさしく野獣のような男が割り込んでくる。「妖かし」という不死身の妖怪たちを操る安部西門（＝松橋勝巳）
140劇評
の一統と、正当の末裔である芥蛮獄（＝浦本英輝）の一党との三つ巴の死闘合戦。芥蛮獄の自分の意思に拠らない突然の寝返り。などなど複雑怪奇の展開は目まぐるしい。先の見えないラストだ。
巻き込まれた一般の市民以外の登場人物全員が不死身であり、妖
術を使っての果てしない殺し合い 連続で終りのない抗争は不自然に感じるが、しかし現代 現実社会でも不合理な人物や不条理な現実は、まるでモグラ叩きのように不死身なのだ。その焦慮感は荒唐無稽ではない。充分にリアリティが感じられる。優れて現代風刺を含んだ娯楽劇的悲劇だといえようか。
舞台装置は素朴だがよく馴染んでおり、役者たちはタフであり二
時間以上の全編は圧倒的にチャンバラの連続だが、一糸乱れず迫力充分だ。だが武具が木製でチャチな が至極残念だった。
不気味さの増殖。 『引越』
―
改訂版
―
四月二十一日。作・
演出は村松幹男。
最初に主人公（＝伊東笑美
子） の夫である男 （＝柳川友希）が「この話は生命の根源の話である」とか「生命と物質の存在そのものの話である」とか勿体振ったナレーションを語るので、村松戯曲にときどきある哲学的な話かと思ったが、芝居は一種の風俗劇のような描き方で人間の心の変化のありようを不気味に表現し
た。
しがないサラリーマンの新婚夫婦が中古のマンションを買って
引っ越して来る。夫の留守中まだ片付け最中の妻のところへ、近所に住む三人の専業主婦（＝久保田さゆり・吉田志帆・高橋久美子）が訪ねて来る。彼女らはありがちでお節介な邪魔者だ。この辺は身につまされるリアリティがある。
だが日中は勤務で家に居ない夫は、調子よく彼女らを歓迎して妻
の顰蹙をかう。三人は幸せを齎す鉢植 木とか、健康を保つ亀とか、願いの叶う壷とかをプレゼントする。
最初は戸惑った妻も、やがてそれらの虜になってゆく。夫と妻は
多分それだけが原因ではないかもしれない 次第に意志が通じなくなっていく。 やたぶん、それだけが原因であろう。
妻の行動は無意識にエスカレートする。自分のやっていることの
意味が分からな なってきたのだ。妻は三人組 四人目になっていく。そのことの自覚さえない。その恐ろしさ……不気味な増殖が世界を変えてゆく。
ラブラブの中年カップル（＝村松幹男・田 玲枝）が幕間に頻繁
に登場して、二人 アツアツ度を笑劇風に誇張して披露す が、去ろうとすると必ず行く手は行き止まりになっているのだ。真夏の陽光きらめく海浜でさえ のラブタイムの後には行き止まりが待っている。
そしてこの二人が中古マンション購入のために、このマンション
の下見に訪れる。この二人は能天気ではあるけれども健康な常識の持ち主だ。この異常な四人組をみて購入を止める。当たり前だと思うのは観ている観客も同じだ。
しかしその観客が一転して当事者になった場合、はたして現在の
観客としての立場や、 中年夫婦のように健康な判断ができるで
Theater・ラグ・203「引越」
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あろうか？ 　イヤ瞬間的には出来たとしても、さまざまの付帯的な条件の中で巻き込まれていくことを、冷静に客観視することができるだろうか？ 　と問われている。
翌日もう一度観た。単なる風俗劇を脱け出して、ほとんど世界の
ある一面を象徴した喜劇だった。喜劇は「世界を客観視したもの」悲劇は「歴史の宿命」という規定による、 れは喜劇である。
幕間にやはり夫が頻繁に登場して心情を解説するが、ちょっと邪
魔な感じがす 。ドラマの中でそれを表現し 欲しかった。説明を聞く芝居ってや り違和感が大きいの 。
だが、真っ暗な中で顔面にだけスポットライトをあてられて独白
するのは、まるで生首が空中にポッカリ 浮いて喋っ ような不気味な雰囲気であり、この喜劇の被害者の怨念のような印象 なシーンではあった。
過激な喜劇『第２柿沼特攻隊』劇団イナダ組四月二十九日 作・
演出はイナダ。
この芝居の面白さを、話の展開に従って書いても多分それはあま
り意味がない。それはこの芝居の現場に立ち会った観客だけ 持つ特権だからだ。観なかった方が悪いとしか言いようがない。
観客としての僕は、この芝居が意味するものの価値とは何か？ 　
そしてこの芝居の何が面白かったのかという二点を報告するのが責務なのだ。
まず、この芝居の意味するものを、簡単に言うと一種 不条理の
世界だ。キャッチコピーが「働けど働けど我が暮らし楽にならざる……」という啄木の歌に詠まれた下層階級の人 ちは、現在の感覚からみると殆んどアナクロ 世界、でもそこに今の時代が陥 ている経済的な矛盾が象徴的に表現されている 第２柿沼荘という下層
階級の集団住宅に住む、心身ともどうしようもない傷を負った人たち……
彼らの日常は、滑稽にしかし批判的に描き出される。それが喜劇
の所以なのだ。喜劇とは世界の客観視なのだ。
全ての日常 行き詰まりの果ての住人たちは、一旦ハッピーエン
ドを予想させた土壇場 ラストで、 民一同は非現実的にも軽機関銃をもち、それぞれ 敵に向かって一斉蜂起する幻影をもつ。このまったく意外な最終場面は、閉塞感を吹き飛ばすカタルシスの強い快感を与え、過激な劇的興奮を齎す。イナダ組としてはたぶん前代未聞の終結だ。
そして面白いという視点……。ともかくこの集団の表現は理屈抜
きに面白い。様々なキャラクター、実在しないような人物＝幽霊、劇中、一言も発せずほぼ出ずっぱりの少女など、巧み 造形で納得させて表現する、安心して舞台に集中させる優れた技術がある。
特筆すべきは十六歳十五
歳十四歳という高校生中学生の役を成人の俳優が演じて違和感がないことだ。
イナダ組は以前に『カメ
ヤ演芸場物語』という秀作が好評のため『亀屋ミユージック劇場』と、改題・改訂して再演されている。
僕は〇四年十一月の『カ
メヤ演芸場物語』のときに、
劇団イナダ組「第 2柿沼特攻隊」
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「かつて（学生運動の苛烈な闘争の末に）挫折した若い闘士たちを登場させたのだから、 彼らの真意についてもう少し掘り下げられなかったのかなぁと思うのは無理であり僕の感傷であろうか？」 （７号）と書いた。今回の『第２柿沼特攻隊』のラストシーンは、 『カメヤ演芸場物語』に対する僕 要望への応答ではないのかと密かに思っている。
逆説としての悪徳『悪徳の栄え』実験演劇集団・
 風蝕異人街。五
月十九日。マルキ・ド・サド作品集より構成・演出・照明・装置は、こしばきこう。
サン・タンジュ公爵夫人（＝三木美智代）が、少女たちを集めて
不道徳の実行を薦める。それはまるで邪教集団のようだ。淫乱・快楽、殺人、近親相姦、謀略、その他すべて 不道徳を、いちいち尤もらしい根拠を挙げて説得する
一人の少女・ジュリエット（＝宇野早織）は、反論し質問しなが
らも次第に感化されていく。
半裸の九 （＝婀狐 ニケ・俄のぞみ・チハ・雪姫・飯塚
有香里・高橋理恵・みなせ・Ｌａｎｅ）たちも、貴婦人 鞭打たれながらも肉体の快楽 溺れていく。
余談だが、この半裸の少女たちは確かに美少女たちだが栄養満点
というかふくよかで悪くいえば太めが多いのが面白い感じだった。多分着痩せするんだろうな……
やがてぐったりした貴婦人を、車椅子に載せて看護師になっ
ジュリエットは、医師になったサド（＝辻潤一）に対応を聞く。医師はセラピーの効果をもう一度やり直そうと申し渡す。
そうだったのだ、これはバーチャルリアリティ、幻想現実に陥っ
た精神病患者たちの治療だったのだ。
今度はジュリエットが貴婦人の役を演じて、次の少女に同じこと
を繰り返し出す。
サドの作品そのものが、現実を描写するというよりも作者の心象
風景を客観的に表現したとも言われているからこの設定も荒唐無稽ではないようだ。
狭い舞台に大勢 出演者が登場するので、ほとんどが貴婦人と
ジュリエットの問答だけで構成され、それを八人の半裸の少女たちの群像との絡みで見せる。かなり無理な設定だが飽きさせない。
セラピーで括ったのが意外であるが、悪徳を否定するような逆説
として 説得力があって興味深かった。
ビルの地下の一室の狭いアトリエ・阿呆船に設えられた豪華な部
屋の装置は、建築用のブロ ク資材とプラスチックで作ら たらしい直径三センチほどのパイプ 組み上げられ、紗布を使って らしい雰囲気を感じさせるが、床がいかにも古ビルの汚れたチープさでブチ壊してしまったようだ。
生と死のあわいを描いた『冬の入口』 。弘前劇場公演六月九日 作・
演出は長谷川孝治。
北海道の今の時期は、年中で一番良い気候だと思われる。それは
まさに「夏の入口」といっても良い時候だ。そういう時に、地下の穴倉みたいな暗闇に閉じこもって一時間半を過ごすのは、生きることの反対側にあるような気もする。「冬の入口」とは、夏と冬との対比で考えれば、死への入口をも象徴している。そして「弘前劇場」は前回の『夏の匂い』も、夏という時期を背景にしながらやはり「生と死の群集劇」を上演している。だから今回の『冬の入口』は『夏の匂い』と一対 なしている。
やはり群集劇として一人一人の 生と死」の感覚を問題にしている
143 劇評
生きている人間が絶対に逃れられない「死」にどういう対応をするのかということを、丹念に描写する。
場所は火葬場の待合室。簡単で簡素な木製のテーブルが二台とこ
れも木製のスツールが十五脚ほど、奥には畳の小上がり風の台が一面に設えられている。壁面は三方が白い紗幕が反物風に垂れ下がっていて、それが鯨幕のイメージになっていて簡素だが上品な雰囲気である。
集まっているのは実力者で年配 故人の親族と近しい人たち。そ
の大勢の人たちが 雑多な日常を持ち込みな ら、僧侶の交通事故による遅着というハプニングを通して、故人の死を自分の生との関係で感じていく。
ボイラー室に紛れ込んだフクロウを捕らえ、鳥かごに入れて持ち
込むエピソードは象徴的だ。フクロウは夜のシンボルであり、そのフクロウが発する金属的で不気味な警戒声は死へ ナビゲーターの趣きでもある。
そしてラスト近く、故人と親しか た料理長の知らせ 東京から
来た異母弟（＝平間宏忠）と、その妻（＝工藤早希子） 。彼らは兄たちと会うのは今日が初めて ある。
次男と彼との話の中で、異母弟は「どんな親父 った？」と聞く。次男は「あんたが思っていた通りの男だよ」と答える。そのすぐ後、二人 故人の好物だけで作った精進料理でない弁当
を食う。猛烈にひたすら食い続ける……生きている証 ように食いまくっている二人のシーンで照明が静かに暗転して幕であっ『腐食』
W
ednesday Theater 。七月十八日作・演出は村松幹男。 　
この芝居が書かれ 初演されたのが〇一年だが、それは観ていない。再演の〇三年七月に観たのだが、その時の印象は、殺人犯が
訥々と語る一人芝居で、特に面白いとは思わなかった。そもそも一人芝居そのものを否定的に考えていたのだ。たぶんこれが切っ掛けで一人芝居の分類を始めたような気さえする その時に考えたのは、この芝居は一人芝居 最悪のパターンであったということであった。
次に観たのはずっと後で、役者も田村一樹に替わった。この時は
かなり第二のパターンに近かった。つまり架空の相手役とのやり取りを演じて劇的シーンを創り出すという形だ。それによって、こ戯曲の内面が深く彫琢されて行った 印象があった。
さて今回は初演と再演で演じた鈴木亮介が、五年振りの出演であ
る。再演の印象が強いから正直あまり期待はしていなかった。
開幕冒頭から言葉を失った。全く印象が違うのだ。その原因 一
つは、田村一樹がやった第二のパタ の手法を取り込んだことであろう。意図的か偶然かは分からないけれども、この手法を取ったことがこの戯曲の内面を深く耕すことに大きく貢献したと思われる。
ただ田村一樹の場合、キャリアの若さもあって充分にその内面を
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掘り起こし切れなかった面が悔やまれた。
しかし鈴木亮介は、暫く舞台から遠ざかっていた筈なのに、実に
かつて無かったほどに充実して確かな役創りをしていた。
ただ動きにいささか段取りの跡が見えるが、これはおそらく初日
のせいであろうと思ったが、後で聞くと二日目だそうだった。だがこれは演じ込んでいけば多分次第に取れ いくものであろう。
さて、それでは深化された戯曲の内実とは何であろうか？ 　それ
は僕が観た順序に従っ 考えてみようと思う。初見では、この殺人犯の思いが今で 思い出せな くらいの印象し ないので、当時の記録をみてみよう。
殺人犯が、妻扼殺の動機を告白する部分で、社会主義リアリズム
的背景を説明すると、 の話の全体がそういう一定の枠組みの中に納まってしまい、矮小化して、この男の謎め た心情が広がら 。と書いてあって、つまりその程度にしか伝わらなか のだ。
そして田村一樹の観劇記を次にみてみよう。ここではこの殺人犯
のアンモラルと虚無の心情がよく現れ いると書い 、それを主に一人芝居の手法論で論じ いる。
そして今回。この人物の にのめり込んでいく精神的葛藤、心
理の裏表がよく表現され 、感情移入 ストレートにできたことが大きい。つまり一人 男の劇 真実が演劇として強く伝わったのである。 僕 一人芝居に対する偏見を打ち破 ほどの衝撃的体験 った。
この男の単純ではない人間性が、たった 人 役者の演技で戯曲
の隠された内面を表現し得た演劇の醍醐味を味わった感動 素晴らしいことであった。
強靭な肉体が語る宿命の物語『業曝』は舞踊である。工藤丈輝北
海道ツアー、八月二十九日。
業とは何か？ 　曝すとはどういうことか？ 　舞台は、開幕冒頭、正面奥の祭壇のような場所に、誰かが潜んで
いるような気配……。だらりとした和服のお引き摺りの女性（＝小田吏恵・特別出演）が、下手袖幕からゆったりと現れ、その祭壇に向かってローソクを灯す。この女がすでにして何かの業を持つ存在に感じられる。
女が去ると、その祭壇のような壁面の窪みにいた弊衣蓬髪の男は、
あたりを窺うように何度か出かかっては引っ込み、やが 腰を落とした格好でオズオズと周りを見回しな ら出てくる。
眼光鋭く、寄り目になったり白眼になったり突然泣き伏したり、
そのままの姿勢 フワリと飛び上がるかと思うと音もなく着地する。
この現実離れした鳥のよう 着地を目撃した瞬間に、彼は亡霊だ
と了解する。ローソクに迎えられて祭壇から出てきたこ といい、この衣装といいこの狂気といい、彼はおそらくこの現世に怨念を残して死に切れない魂の情念なのだ。
彷徨う男が去ると、金属を無秩序に乱打し擦るような不快な音の
氾濫の中に、全裸の男が登場する。彼は亡霊の生前の姿である。
まるでロボットのような動きは、非人間的な音響に象徴される近
代文明に苛まれつつも生きて かざるを得な 男の苦しみなの ？
舞台の一方からとつぜん光が差す。男が振りむくと一瞬 して光
は消え、別の方向からまた光が差す。その方向へ振 向くとその光は消え、そのむなしい追いかけっこが延々と繰り返される。一瞬の光明と肩透かしの連続……
男の肌のベトベトの汗、息遣いの荒さに業の哀しい営みが観る者
に迫る。普通、こんな場合の汗や息の乱れは技術的な未熟だと思われるのだが……今 気になら い。
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退場間際、振り返って男が残すニヤリと笑う表情は絶望の果ての
狂気なのか？
シーンが変ると 幾分柔らかい音楽が忍び入り、真っ赤なドレス
の女が登場する。もちろん工藤丈輝が演じる白塗りの女の存在は、男にとって唯一の生きていることの悦楽の対象であった。
仰向けに寝っ転がって蠢き 四肢を挙げて上下運動を熱く繰り返
す女の妖態は、セックスシーン……男にとって 一場の夢と幻……
だが突然、女は鬼女と化す。そして写楽が描くところの役者絵の
謎の表情を残し、一人の女（＝小田吏恵）が何事もなかったように通り過ぎて男の夢幻の時は終わった
三たび登場した男にはおそらく何も無い。あるのは成仏しきれな
い無念の悔悟 思いだけであろうか？ 　客席に飛び降り舞台端の箱に飛び乗り、舞台狭しと荒れ狂う。そして客席後方へと静か 諦観の退場は、おそらく開幕冒頭へと廻って帰っていく 果 しない悲劇の連鎖を垣間見せて……
鍛え抜かれた男の肉体が表現 一人の人間の業、そし れは
多くの人間 業の象徴でもあろうが、 さて「業」とは何であろうか？「三業」とは、 「心・言葉・身体が表わす人間の善悪の行為である」とはどんな辞書にも書いてある。だがわれわれは普通、悪 行いの結果という印象が強い。そして「業を曝す」とは「前世における無意識の悪行によって、
この世に恥を曝すこと」と うのも、また普通の辞書に書いて る。
この「業」という言葉に「宿命」というものを感じる。「宿命」と「運命」とは微妙に異なる。 「宿命」には宇宙・人類・
国家など間口 大きさ、従って時間のスケールの長さが感じら 、人間の力ではどうしようもないという気がするが、一方「運命」は、個人・家族・集団などの間口の狭さ、従って時間のスケールに短さ
が感じられ、意志によって変更されうる可能性が予想される。
この『業曝』は、 「宿命」の哀しさとしての「悲劇」が感じられる。
「悲劇」とは宿命の表現であり、対極としての「喜劇」とは、人間と世界とを客観視して見出された歪みの表現であるという私の規定による。
したがって、この『業曝』は「悲劇」であり、個人とその人生と
を表現す という狭い間口と短いスパンを扱いながら、普遍的な人間の悲劇としての存在を表現したという意味では、間口の広いスパンの長い「宿命」の「悲劇」を見せてくれたというべきであろう。本物の「悲劇」を観た であった。
最下層に蠢く人たちへの眼差し『石のうら』 。ＦＩＣＴＩＯＮ九月
二十四日。作・演出は山下澄人。「石のうら」って何だろう？ 　石というものは大体、地面にあるからひっくり返してその裏側を見ると、多分名前も知らないようなあんまり気持ちの良くない蟲たちがウジャウジャと蠢いている様子が連想される。でも考え みれば、人間から見てその薄気味の悪 蟲たちも結局は生きているわけだ。破れた焼けトタン板で出来た掘っ立て小屋のようなゴチャゴチャ
したバラックの工場。外の騒音で聞き取れないような事務所で社長（＝山田一雄）がなぜか関西弁で、よく聞こえない大声の電話をかけている。
小児麻痺の後遺症で身体のゆがんだマツサン（＝井上唯我）の情
報で、工員のタケシバ（＝大西康雄）がロリコン変態で会社を首になる。
まるで暴力団のような二人の同僚（＝荻田忠利・竹内裕介）に苛
め抜かれたタケシバは、返事ができずに嘔吐する。
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近くのボロ長屋では、もう身体が不自由になったが口だけは達者
な老人（＝山下澄人）が、 転がり込んで居付いたシゲコ（＝山田一雄・二役）と喧嘩が絶えないが、何となく腐れ縁を続けている。
シゲコにはミルトン（＝竹内裕介）という年中パンツ一丁という
唖の若い男の息子がいて母にベッタリ、老人にも懐こうとするが老人は邪険にする。
工場を追い出されたタケシバは、 に住み着いて痩せてガリガ
リの野良猫（＝荻田忠利の黒子遣い） 餌付けをして老人に追い掛け回される。
そんなある夜、地震が起きてこのスラムも壊滅する。その き倒
壊した小屋の下敷きになったシゲコに、あれほど喧嘩をしていたのに末期の水を飲ませようとした老人は、不注意で頭を蹴飛ばし死なせて、自責の念に陥る。
避難所の生活も、母が死んでからも纏わりつく にも老人
には癪の種だ。
やがて復興の時期が来て、社長は自分の社の再建には特別な技術
をもったタケシバが必要だった。だがタケシバは差別された思いあって断固断る。そのとき老人は差別にひるまず開き直れと励ます。
ついでにミルトンも引き取れと都合のいい案を出す。だがそれ
自分も歳をとるし障害者 ミルトンがいると共倒れになると う不安があったのだが、不器用な老人はそうは言い出 なかったのだ。
ミルトンには、やれと言われれば止めろ いうまで忠実に命令を
守るという特技が たのだ。
やがて工場は再建し、タケシバは見違えるように社長の片腕と
なって猛烈に働き出し、マツサンも何事もなかったようにしかしちゃっかりと同僚相手の闇金融 再開 、ミルトンは言葉 訓練を始め、老人も掃除夫として働き出す。
彼らが住んでいた辺りには高層マンションが立ち並び、それを眺
めた老人は、 「金を貯めてあそこの部屋に住み、そこで今までのように、ガラクタに囲まれた昔の生活に落ち着くんだ」と叫び、シゲコに教えられた賛美歌を歌う。そうなのだ、 シゲコはクリスチャンだったのだ。彼方に唱和するシゲコの幻影が浮かび上がって……
これらの雑多なエピソードが、猥雑にバイタリティ溢れて描き出
される。特 身体不自由者・聾唖者・変態者・体の不自由な老人などなどをきわめてリアル 描写し そしてそれらの言動を笑い飛ばし、しかしその底 それ の人々のあり方に対して肯定し見つめる暖かい眼差しが強く感じられるのであった。
身勝手な生き方が摩擦を起こし、弱い者を徹底的に差別しながら
傷付け合い、それでも最低のところで深く結ばれていく人々の物語……笑い転げた二時間であっ 。
